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１．研究計画の概要 
 本研究は学界で懇望されている『古浄瑠璃
年表』編纂にむけての総合的な基礎調査研究
を目的とするもので、以下の３項目に力点を
置く。 
（１） 六段本（江戸板）の徹底した総合調
査と、その作業を通しての善本発掘。 
（２） 絵巻・奈良絵本・古写本調査（地方
に残る奧浄瑠璃本、佐渡浄瑠璃本等を含む）
を通じて、古浄瑠璃系本文の抽出と作品年代
の特定。 
（３） 初期段物集や当代諸日記等の記録類
の網羅的調査を重ね、『古浄瑠璃年表』編纂
にむけての基礎年表の作成。 
 
２．研究の進捗状況 
 「研究計画の概要」に示した３項目と対応
させて、その進捗状況を示す。 
（１） 東京・関西・東北・ヨーロッパなど
で、六段本を中心にした網羅的調査を実施し、
善本収集と発掘に成果を挙げている。 
（２） 研究代表者（阪口）が主宰する「奧
浄瑠璃研究会」との連携により、多くの新出
写本（奧浄瑠璃）を浄瑠璃史に位置づけしつ
つある。この成果を踏まえて、あらたな「古
浄瑠璃年表」の叩き台を構想するに至ってい
るが、特に中央（上方・江戸）に対応本を見
出せない所謂新出善本については、その本文
の原稿化を進めている。関連して六段本につ
いても、同様の作業を進め、横山重氏らが進
められた『古浄瑠璃正本集』の更なる充実と
補完をめざしつつある。 
（３） 研究代表者や研究協力者がこれまで
集積してきた資料整理にあたっているが、資
料の多くが操浄瑠璃成立前夜のものである

ため、関係する研究者たちとの意見交流を積
極的に展開している。 
 
３．現在までの達成度 

本研究課題は、これまで②おおむね順調に
進展していると評価している。 
（理由） 

古浄瑠璃諸本の網羅的調査はあと数カ所
の機関を残すが、「善本」発掘はほぼ順調に
進展をみせている。また、関連して多くの新
出本の発掘を果たすことも出来、古浄瑠璃史
の更新に相応しい成果を収めつつあると評
価する。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 当初計画通りに研究を推進する。 
 なお、研究代表者が長の任にある神戸女子
大学古典芸能研究センターや、前掲「奧浄瑠
璃研究会」との連携のもと、今後は成果の取
り纏めと公開にも力点をおきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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